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掲載したイベントなどは、中止、または延期する場合があります
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新年のごあいさつ

田原市長　山下政良

あけましておめでとうございます。
市民の皆さまには、輝かしい新春を健やかにお迎えのこと
とお慶び申し上げます。

昨年は、新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受
けた市民生活や地域経済を支えるため、市民１人１万円分
の「たはら暮らし応援商品券」の交付や、農業者をはじめ
とする事業者の支援に努めました。

新たな年を迎え、ポストコロナ時代における生活や就労環
境の変化を踏まえ、「住んでみたい・訪ねてみたいまちづくり」「住み続けたいまちづ
くり」「未来につながるまちづくり」の３点の重点方針を掲げ、さまざまな施策を推
進してまいります。

具体的には、これまで取り組んできた「田原市サーフタウン構想」やサイクルツーリ
ズムの推進を始め、本市の強みである豊かな自然や日本一の農業などの地域産業を活
かし、定住・関係人口の拡大を図ってまいります。

また、土曜日集合保育や休日保育により３６５日保育を継続し、子育てと就労などの
両立を応援するとともに、地域の拠点病院である渥美病院の安定的な運営を支援し、
子どもからお年寄りまで将来にわたり安心・安全に暮らすことができるまちづくりを
進めます。

誰もが誇りと愛着を持ち、住みやすさを実感できる、魅力あふれる元気な渥美半島を
目指してまいります。皆さまにおかれましては、より一層のご支援とご協力を賜りま
すことをお願い申し上げます。
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田原市消防団が「特別表彰まとい」を受賞（3月3日）
田原市消防団のこれまでの活動実績が評価され、消防団最高の栄誉とされる（公財）日本消防協会の「特別表彰まとい」を受
賞。1979年から創設された表彰で、県内では過去に8団が受賞。東三河では1984年の新城市消防団に次いでの受賞。

田原市ゆかりの陸上競技選手が大活躍
仙台育英学園高校（宮城県）から「全国高校駅伝競走大会（男子）」へ出場した東部中出身の3選手（吉居大

や ま と

和、白井勇
ゆうすけ

佑、吉居
駿
しゅんすけ

恭）が優勝を報告（1月3日）。「2020日本室内陸上競技大阪大会」のU16女子60ｍの部において、東部中、佐藤俐
り あ

有選手が
大会新記録で優勝（2月1日）。「第60回中部実業団対抗駅伝競走大会」で地元トヨタ自動車が7連覇を達成（11月15日）。
田原市ゆかりの選手の活躍に大興奮。

快適で安心できる子育て環境が整備
市内全ての保育園、小中学校普通教室に、空調設備設置とトイレの洋式化が完了（3月）。統合、民営化され
た本市初の「童浦こども園」が開園（4月1日）。また、病気回復期の子どもを保育する「おひさま病後児保育
室」も開設（4月1日）され、保護者が安心して子育てをしながら就労できる環境が整う。

田原市ふるさと大使 小川投手がノーヒットノーラン！（8月15日）
東京ヤクルトスワローズ小川泰

やすひろ

弘投手が対DeNA戦で、プロ野球史上82人目となる快挙を達成。市民に大きな喜びと感動を与えた。

自転車活用の取り組みが本格化！
自転車を利用しやすいまちを目指し「田原市自転車活用推進計画」を策定（7月）。市内にサイクルラック15基も整備され、渥
美半島サイクルサポーター23事業者による「サイクリスト」受入が本格スタート（10月1日）。地域の特色を生かし、自転車を活
用した交流人口の拡大と地域経済の活性化に期待。

日本初！海を使ったオフロードトライアスロン大会開催（10月3日）
本市出身プロライダー小笠原崇

たかひろ

裕氏監修による「オフロードトライアスロンin田原」を初開催。本格的なオープン
ウォーターでのトライアスロンは日本初。三河湾国定公園の大自然の中を全国のアスリートたちが駆け巡った。

次なる観光資源へ！念願の温泉が湧出（11月）
伊良湖町で着工した温泉掘削工事で、念願の温泉が湧出。成分は、ナトリウム・カルシウム－塩化物温泉。適応症として「冷え
性」が挙げられる。未来へつながる観光資源として2022年の利用開始を目指す。

新型コロナウイルス感染症による脅威拡大により、本市にも多大な影響
●小中学校の休業（3/2～5/24）、公共施設などの休館や利用制限、イベントなどの中止および延期
●市独自（たはら暮らし応援商品券交付、特別定額給付金の基準日後に出生した子への商品券交付、プレミ
アム付き商品券発行支援、休業協力金支給など）および国・県によるさまざまな分野における生活支援や
経済対策を実施
●市内外の個人・団体から防疫資材などの寄付、広く寄付を募るマスクバンク制度を創設、市内6カ所で受付
開始（5/22）、まちをきれいにする活動への参加など多数の善意が寄せられた。

5年連続！市町村別農業産出額日本一
農業産出額が848億7,000万円で平成26年から5年連続日本一。２位（都城市）に94億6,000万円の差をつ
けた。農業先進地域としてさまざまな施策にも取り組んだ。

山のまち、海のまちの交流これからも（11月）
山のまち設楽町と海のまち田原市が姉妹都市提携30周年を迎え、設楽町で記念式典を開催。設楽町産ニジマスを
使った給食を保育園児や小中学生に提供し、これまでの幅広い交流と歴史に感謝。更なる友好を深め、絆を育む。

2020田原市10大ニュース

（順不同）

＼ 令和2年の田原市に関する主な出来事を振り返り！ ／

１００7413
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　渥美半島では、１月上旬から約 1100万本の菜の花が咲き乱れ、ひと足早く春の息吹を運んでくれます。
　新年のスタートは、メイン会場の「伊良湖菜の花ガーデン」で春の訪れを感じてみませんか。

▶渥美半島観光ビューロー
　☎ 23‐3516　 22‐2026
  https://www.taharakankou.gr.jp

／遊びに来てね♪／

／♪／

フォトスポットも
たくさんあるよ♪PICK

 UP!

菜の花ガーデン

MAP

PICK UP!
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菜の花狩り
ラッピングしてお土産に
◆時間＝期間中（平日）午前10時～午後３時30分

（土日祝）午前９時～午後４時
◆内容＝５本100円

ちっちゃい茶店　菜の花や
アイデア満載 菜の花づくし
◆時間＝期間中（平日）午前10時～午後３時30分

（土日祝）午前９時～午後４時　※不定休
◆内容＝ホクホクの「菜の花コロッケ」や「菜の花ジェラート」

などここでしか食べられない菜の花づくしの販売
です。

なっちのお店
どんなアイテムが並ぶかは当日のお楽しみ
◆時間＝期間中（平日）午前10時～午後３時30分

（土日祝）午前９時～午後4時　※不定休
◆内容＝「いちご大福」や採れたて新鮮野菜などがそろって

います。お土産にどうぞ。

加治町の菜の花畑も見頃です
　新型コロナウイルス感
染症の影響を受け、今年
度の「田原菜の花エコプ
ロジェクト感謝祭」は中
止となりましたが、昨今
の情勢にも負けず、立派
に育った菜の花が見頃
を迎えます。
　メイン会場へ向かう道中や、毎日のお散歩コース
の寄り道などで、ぜひ見に来てください♪

田原産菜種油「たはらっこ」、
食用菜の花（なばな）の販売
◆日時＝１月９日土、１月10日日～2月28日日までの

毎週日曜日　午前10時～午後３時
◆場所＝加治町新田の菜の花畑（国道259号沿い）

菜の花畑ライトアップ
◆日時＝１月９日土～1月30日土までの毎週土曜日

午後6時～8時
◆場所＝加治町新田の菜の花畑（国道259号沿い）

※天候などにより内容を変更する場合があります

▶問合せ＝田原市役所 環境政策課 ☎23-3541
特定非営利活動法人田原菜の花エコ
ネットワーク ☎45-3744

×菜の花ほのぼの写真コンテスト
◆応募方法＝①田原市公式インスタグラムアカウン
ト＠tahara_kurashi（たはら暮らし）をフォロー。
②応募期間中に会場など撮影した写真に、自身の
インスタグラムアカウントで、「＃たはら菜の花」を
付けて投稿。
◆応募期間＝１月９日土～３月１１日木
◆審査方法＝投稿作品から優秀作品を１０点選ばせ
て頂きます。
◆賞品＝どんぶり街道食事券（1,000円分）

 　 菜の花まつり関連情報♪  　 菜の花と一緒に思い出を写そう
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旧
津
具
村
と
旧
田
原
町
は
、東
三

河
の
中
で
異
な
る
環
境
を
持
つ

山
の
村
と
海
の
町
と
し
て
、昭
和
58
年

か
ら
交
流
を
重
ね
、平
成
２
年
３
月
24

日
に
姉
妹
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　
両
町
村
の
間
に
は
、津
具
村
と
田
原
町

の
交
流
だ
け
で
な
く
、合
併
前
の
設
楽
町

と
田
原・赤
羽
根・渥
美
町
の
間
で
も
交

流
が
あ
り
、合
併
後
の
交
流
は
よ
り
幅
広

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

■
30
周
年
記
念
事
業

　
今
年
は
姉
妹
提
携
30
周
年
の
年
で
あ

り
、交
流
の
拠
点
田
原
市
ふ
れ
あ
い
の
館

で
11
月
６
日（
金
）に
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、参
加
者
は

最
小
人
数
で
行
わ
れ
ま
し
た
。式
典
で

は
、今
後
の
よ
り
一
層
の
交
流
を
祈
念

し
、両
市
町
間
お
よ
び
両
市
町
議
会
間

で
記
念
品
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、11
月
24
日（
木
）に
は
設
楽
町

産
の
ニ
ジ
マ
ス
を
使
っ
た
給
食
が
市
内
の

小
中
学
生
・
保
育

園
児
に
振
る
舞
わ

れ
、設
楽
町
と
の

交
流
と
水
の
恵

み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

■
今
後
も
続
く
交
流
を

　
30
周
年
を
迎
え
た
設
楽
町・田
原
市
姉

妹
提
携
。今
年
度
は
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
ほ
と
ん
ど
の
交
流
事
業
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、終
息
後
に
再
び
互
い

の
住
民
が
交
流
で
き
る
よ
う
、今
後
も「
山

の
ま
ち
」と「
海
の
ま
ち
」と
し
て
さ
ら
な

る
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

交
流
の
背
景
は「
水
」

　
昭
和
43
年
に
豊
川
用
水
が
全

面
通
水
し
、
渥
美
半
島
の
農
業

は
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
し

た
。
私
た
ち
は
田
原
市
の
農
業

や
工
業
、
生
活
を
支
え
て
い
る

「
水
」を
、
容
易
に
手
に
入
る

も
の
と
錯
覚
し
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の「
水
」は
上

流
域
に
住
む
方
々
の
理
解
や
協

力
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
、
下
流
域
に
住
む
私
た

ち
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な「
水
」と
い

う
つ
な
が
り
が
、「
山
の
村
」で

あ
る
旧
津
具
村
と「
海
の
町
」で

あ
る
旧
田
原
町
に
あ
っ
た
の
で

す
。

　
こ
の
機
会
に
、
本
市
の
農
業

や
工
業
、
生
活
を
支
え
る
水
に

つ
い
て
、も
う
一
度
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

姉妹提携30年の歩み
●昭和５８年
野田小学校と津具小学校との交流が始まる
●昭和６１年
分収育林の契約を締結
●平成２年
３月２４日、崋山会館にて姉妹提携調印式を開催
つぐ高原グリーンパーク内に、田原町ふれあいの館
（愛称：グリーンメッセージ）がオープン
●平成３年
４月２６日、つぐ高原グリーンパークパターゴルフ場オープン
●平成１２年
交流スタンプラリー開始
●平成１４年
田原町農業委員会委員が
菜の花を津具保育園・津
具小学校にプレゼントし、
菜の花交流が始まる
●平成２２年
１０月１７日、つぐ高原グリーンパークにて、姉妹提携２０
周年記念式典を開催
●令和２年
１1月6日、田原市ふれあいの館にて、姉妹提携30周年
記念式典を開催

水
が
つ
な
ぐ
縁 

設
楽
町
と
の
姉
妹
提
携

30
周
年
記
念
式
典
を
開
催

●記念式典の様子【写真左から】高森設楽町議会副議長、
横山設楽町長、山下田原市長、大竹田原市議会議長●ニジマスを食べる小学生
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子
ど
も
の
成
長
や
発
達
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。本
市
で
は
発
達
が
気
に
な
る

お
子
さ
ん
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
応
じ
た

専
門
的・継
続
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、田
原
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
令

和
３
年
４
月
１
日（
木
）か
ら
開
設
し
ま
す
。

　
田
原
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
現

在
の
あ
お
ぞ
ら
園
の
名
称
を
引
き
継
ぎ
、地

域
の
中
核
的
な
療
育
支
援
施
設
と
し
て
、

専
門
的
な
療
育
や
相
談
支
援
を
行
う
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
の
あ
お
ぞ
ら
園
で
行
って
い
る

「
な
か
よ
し
教
室
」「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
教
室
」

は
田
原
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分
館

と
し
て
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

■
開
設
日

　
令
和
３
年
４
月
１
日

■
支
援
セ
ン
タ
ー
の
場
所

・
田
原
市
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー（
あ
お
ぞ
ら
園
）

　（
旧
南
部
保
育
園
）

・
田
原
市
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
分
館

　（
旧
北
部
保
育
園
）

❶児童発達支援事業とは
　単独または親子で通園し、日常生活での基本動作の指導、人と関わる力や考える力の育成に向けた個別・集団の療
育を行います。
定員/対象：1 日 18名 /2歳半～就学前の受給者証をお持ちの方
受入時間：単独通園（午前 8時 30分～午後 4時 30分）/親子通園（午前９時 30分～午後 1時）

※平日のみ、利用可能日数は受給者証に記載のある日数以内 
利用料：児童福祉法に基づく給付費の 1割　（所得に応じて上限額を設定）

※満３歳になった日以降の４月１日からは無償化の対象
給食：給食センターの給食を提供　※給食費を徴収
内容：①個々の発達に合わせた個別支援計画を作成し、その子の力を伸ばして生活と心の自立を促します

②児童またはその家族からの相談に応じ、助言を行い安心して子育てができるように支援します
③言語・作業・理学療法の専門職による専門的な訓練を行います

❷相談支援事業とは
　成長・発達に気がかりなことがあるお子さんや障害があるお子さん、その保護者やご家族か
らの相談に応じ、福祉サービスなど支援に関する情報の提供や助言を行います。
対象：18 歳未満の方
利用料：無料
内容：①お子さんの成長・発達に関する相談や、福祉サービスの利用についての相談を受けます

②福祉サービス利用の申請や計画などを作成します

　
な
お
、支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
に
は
、通
所

受
給
者
証
が
必
要
で
す
。受
給
者
証
の
取

得
に
は
手
帳
、診
断
書
、医
師
ま
た
は
保
健

師
の
意
見
書
が
必
要
で
す
。分
館
利
用
の

場
合
は
受
給
者
証
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
人
一
人
に
合
っ
た
発
育
を
支
え
る
た

め
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
あ
お
ぞ
ら
園
☎
22‐１
６
０
０

▼
子
育
て
支
援
課
☎
23‐３
５
１
３

一
人
一
人
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
に

田
原
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す

１
０
０
７
４
０
０

旧
南
部
保
育
園

旧
北
部
保
育
園

令和３年１月～

田原市こども相談
支援事業所
❷相談支援事業 ※新設

発達支援教室
（なかよし・ちゅうりっぷ教室）

令和３年４月～

田原市児童発達支援センター

田原市児童発達支援センター
分館
発達支援教室
（なかよし・ちゅうりっぷ教室）

❶児童発達支援事業 ※新設

田原市児童発達支援センター（あおぞら園）では、児童発達支援事業と相談支援事業のサービスが受けられます。

施設の開設スケジュール

❷相談支援事業 ※新設

田原児童センター分館
（あおぞら園）
※改修工事中のため、発達支援
教室は旧北部保育園で実施中

田原市児童発達支援センター（あおぞら園）では何ができるの？
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
制
を
導
入
し
ま
す
。申

告
相
談
内
容
に
よ
っ
て
日
時
が
異
な
り
ま

す
の
で
、予
約
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
希
望
日
の
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約・

変
更
は
24
時
間
可
能
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
が
で
き
な
い
方

は
、電
話
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。平
日

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
各
申
告
相
談
詳
細

①
確
定
申
告
書
作
成
相
談（
還
付
申
告
）

【
日
時
】２
月
１
日（
月
）〜
15
日（
月
）／
午

前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
30
分

（
土・日
曜
日・祝
日
を
除
く
）

【
場
所
】市
税
務
課（
南
庁
舎
２
階
）

【
対
象
】給
与・年
金
以
外
の
所
得
が
無
く
、

還
付
申
告
を
す
る
方

例：医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
方
な
ど

②
確
定
申
告
書
作
成
相
談

【
日
時
】２
月
16
日（
火
）〜
３
月
15
日（
月
）

／
午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
30

分（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
／
赤
羽
根

市
民
セ
ン
タ
ー
は
２
月
26
日（
金
）ま
で
）

【
場
所
】田
原
市
役
所
大
会
議
室
、渥
美
文
化
会

館（
旧
中
央
公
民
館
）、赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

※
青
色
申
告
な
ど
、市
会
場
で
は
相
談
が
で
き
な

い
申
告
も
あ
り
ま
す
。詳
細
は
広
報
た
は
ら
12

月
号
２
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

③
市・県
民
税
申
告
書
作
成
相
談

　
①・②
の
開
催
期
間
に
同
時
開
催

▼
税
務
課
☎
23‐３
５
０
９

２つの商品券の使用期限は令和３年１月３１日（日）です。期限を過ぎると使用できなくなりますので、
商品券をお持ちの方はお忘れなくご利用ください。

飲食店・宿泊施設応援プレミアム付商品券に関するお問い合わせ
▶田原市商工会 ☎22-6666
 https://www.tahara.or.jp/
▶渥美商工会 　☎33-0441
 https://www.atsumi.or.jp/

■
予
約
期
間

　
１
月
25
日（
月
）〜
３
月
15
日（
月
）

■
予
約
方
法

　
予
約
期
間
に
市
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
に
あ
る

回
転
バ
ナ
ー
か
ら
予
約
可
能

■
予
約
対
象

①
確
定
申
告
書
作
成
相
談（
還
付
申
告
）

②
確
定
申
告
書
作
成
相
談

③
市・県
民
税
申
告
書
作
成
相
談

令
和
２
年
分
確
定
申
告
相
談
、市・県
民
税

申
告
相
談
は
予
約
制
を
導
入
し
ま
す１

０
０
７
３
９
１

たはら暮らし応援商品券に関するお問い合わせ
▶企画課　☎23-3507 １００7128

たはら暮らし応援商品券と
飲食店・宿泊施設応援プレミアム付商品券の
使用期限は１月 31日（日）です！

令和3年1月  広報たはら │    │8



市
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設
し
ま
し
た
！

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上

を
目
的
と
し
て
、市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
Ａ
Ｉ
総
合
案
内

サ
ー
ビ
ス
を
ト
ー
ク
画
面
か
ら
利
用
可
能

と
な
る
と
同
時
に
、ト
ー
ク
画
面
下
部
の

メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
、田
原
市

Ｈ
Ｐ
、休
日
・
夜
間
救
急
、施
設
予
約
な
ど

が
常
に
確
認
で
き
ま
す
。

　
こ
の
他
、ト
ー
ク
機
能
を
活
用
し
、市
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
災
害
情
報
な

ど
も
配
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
情
報
が
あ
な
た
の
手
元
ま
で
や
っ

て
く
る
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、ぜ
ひ
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

■
ア
カ
ウ
ン
ト
名

　
田
原
市（@

tahara_city

）

■
利
用
方
法

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

ラ
イ
ン
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

「@
tahara_city

」ま
た
は「
田
原
市
」

で
検
索
す
る

か
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
ス
キ
ャ

ン
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
広
報
秘
書
課
☎
22‐０
１
３
８

▶意見募集期間＝1月12日火～2月10日水

□計画案の公表場所
各担当課、市役所南庁舎１階ロビー、赤羽根市民センタ
ー、渥美支所地域課、中央図書館、市ＨＰ

□意見提出方法
①公表場所へ持参 ②郵便 ③ＦＡＸ ④Ｅメールのいず
れかで住所、氏名、電話番号を明記の上提出してくださ
い。（個々のご意見には直接回答しません。）

■第４期田原市障害者計画（第６期田原市障害福祉計画・第２期田原市障害児福祉計画）案
障害者基本法、障害者総合支援法及び児童福祉法の規定に基づき、障害福祉サービスの見込量や必要なサ
ービス基盤整備の数値目標を定めるものです。　
担当課▶地域福祉課 　☎23-3697  23-3545　 fukushi@city.tahara.aichi.jp

■田原市高齢者福祉計画（第９次老人福祉計画）案
老人福祉法に基づき、高齢者福祉の分野において、市の目指すべき方向性と、市民や事業者、行政のそれぞ
れの役割を定めるものです。
担当課▶高齢福祉課　☎23-4654  23-3545　 koureifukushi@city.tahara.aichi.jp

■田原市総合教育大綱・田原市教育振興基本計画案
地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、本市の教育・文化・スポーツなどの振興に関する施策
の基本となる理念、目指す人づくり、重視する考え方などについて定めるものです。
担当課▶教育総務課　☎23-3530  22-3811　 kyoikusomu@city.tahara.aichi.jp

▲【画像上】ラインのトー
　ク画面
　【画像下】市公式ライン
　ロゴマーク▲市公式ラインQRコード

１
０
０
７
３
６
１

 パブリックコメント  意見募集！
１００7085
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　令和2年11月18日（水）東京国際フォーラムで開
催された商工会全国大会で、田原市商工会が事業推
進優良商工会等表彰（商工会法施行60周年特別枠部
門）で表彰され、市長を表敬訪問しました。田原市商
工会は、経営発達支援計画の認定に伴う経営発達支
援事業の効果的な実施が認められ、県内で唯一表彰
を受けました。

　「広報たはら」や「議会だより」の朗読
録音ボランティアとして本市に長年貢
献していただいている鈴木千賀子さん
が、鉄道弘済会と日本盲人福祉委員会
が主催する「朗読録音奉仕者感謝行事」
で東海地区の表彰者に選ばれました。

田原市商工会が
県内で唯一選ばれる

溢れるやさしさ
声で届ける市政情報

11/12
［木］

12/7
［月］

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

■日本小学生バドミントンフェスティバル
inくまがや
（埼玉県熊谷市［1／6（水）～８（金）］） 

片山結
ゆ う た

太くん（田原中部小５年、5年生
以下男子ダブルスの部）

▲田原市商工会会長の河合利則さん【写真中央】と事務局長の原田幸洋さ
ん【写真右】

▲鈴木千賀子さん【写真右】と山下市長

令和3年1月  広報たはら │    │10



　第一生命保険株式会社と市民の健康づくりの推進
に向けた包括的事業連携に関する協定を締結しまし
た。同社と自治体との包括的事業連携協定締結は、愛
知県内で17例目となります。今後は、相互連携と協力に
よる活動を推進し、市民の健康づくりの推進に関する取
組を通じて、市民のより一層の健康的な生活の実現を
図っていきます。

　第60回中部実業団対抗駅伝競走大会が開
催され、トヨタ自動車が大会新記録となる3時
間51分19秒で7連覇を果たし、元日の全日本実
業団対抗駅伝競走大会（ニューイヤー駅伝）の
出場を決めました。２～６区の選手が区間賞に輝
くなど、晴れの舞台での王座奪還の期待が高ま
ります。

　第23回表浜自然ふれあいフェスティバルが大草
から久美原までの太平洋岸で開催されました。この
イベントは、海岸浸食が進む表浜の現状と自然の魅
力を広くＰＲするため毎年開催されています。今年
度は、清掃後の親睦会は行わず、清掃活動のみ実施し
ました。

みんなで守る
表浜の自然

11/28
［土］

市民の健康づくり
サポートします！

10/7
［水］

大会新記録で７連覇！
破竹の勢い！

11/15
［日］

▲第一生命保険㈱豊橋営業支社の西岡支社長【写真右】と山下市長

▲間隔をあけて清掃活動に取り組む参加者（谷ノ口海岸）

▲1位でフィニッシュテープを切るトヨタ自動車の山藤選手

広報たはら  令和3年1月│    │11



市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など
【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）
【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・性別・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真
【内容】写真と名前・種別・性別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

TEL.090-2185-0024（藤城）／E-mail  tahara.r.marathon@gmail.com
●主催：田原リレーマラソン実行委員会　　●後援：田原市

お問い合わせ

・ サンテパルク内、芦ヶ池の周りを走ろう
・ 1周走った人は掲示板へ日付と名前を書いてね
・ 期間中、ひとり何回でも参加可能です（景品への応募は一回のみ）
・ みんなで日本縦断を達成出来たら、応募者へ抽選でお食事券が当たります!
つながり ・ 絆 ・ 出会いのランニングつながり ・ 絆 ・ 出会いのランニング
現在多くの人がジョギングやウォーキングを楽しんでいます。この田原市も例外ではありません。
そう、空前の健康ブーム・マラソンブームです。
人が人を誘い合い、参加する場所、参加した人同士の出会いや再会の場所
この渥美半島田原市に住む人たちのつながりや絆が、よりぐっと強くなる場所を作りたい

私達は参加した人、関わった人達の繋がりがより広がり、絆が強くなることを願い、この大会を開催します。
「よしっ、リレーマラソンをやろう！！」

検索田原リレーマラソン

特別企画
♪

みんなで
繋ごう！
目指せ！日本

縦断！！

その距離な
んと約2966k

m

（芦ヶ池1周2.
7km×1099

周）

参加者には
抽選で景品が
当たります!参加無料

開催
期間

開催場所：サンテパルクたはら
昼12時開始 昼12時終了

●陸上が繋いだ縁
　田原リレーマラソンは地元成章高校陸上部OB・OGを中心とした実行委員会９名が運
営を行っているイベントです。陸上を通して繋がった私たちは、この繋がりをもっと多くの
方々と共有し広げたいと考え、「参加した人、関わった人たちの繋がりがより広がり、絆が
強くなること」を目的に、本大会を立ち上げこれまで続けてきました。

●今だからできることを
　2014年に52チーム340名の方が参
加し始まった本大会も、昨年第６回大会で
は102チーム800名の参加者を迎え、47
社もの地元企業の皆様から協賛いただく
大会へと成長してきました。しかし本年は
昨今の社会情勢を踏まえ、これまでのよ
うな大会としての開催を断念しました。し
かし、今だからこそできることを考え、特
別企画として「みんなで繋ごう！目指せ！日
本縦断！！」を開催することとなりました。今
回はサンテパルクたはら内芦ヶ池周辺を舞台に、1周2.7Kmのコースを1,099周、鹿児島
の佐多岬から北海道の宗谷岬までの距離、2,966Km日本列島縦断を目指します。

　参加方法は芦ヶ池を1周走り、スタート・ゴール地点に設置
してある横断幕へ前の方と続くように日付と氏名を記入して
いただくだけです。走行距離の進捗度合いは横断幕上に私た
ちが1週間に一度記入することと、HP内で随時確認すること
ができます。ご自身が日本列島のどのあたりを走ったのか想
像してみるのも楽しいと思います。
　また、走った方はHPから景品の応募を行うことができま
す。景品は地元飲食店様から協賛いただいた食事券を用意し
ています。走行・横断幕への記載は1人何回でも可能ですが、
景品への応募は1人1回のみです。開催期間中にみんなで日
本縦断を達成できた時、応募者へ抽選で食事券が当たりま
す。当選者には郵送にて発送いたしますのでお楽しみに。
　本企画は令和2年11月29日（日）正午からスタートしてお
り、2月28日（日）正午までの達成を目標としています。是非サ
ンテパルクたはらへ足を運び走ることで日本列島縦断横断幕
を通して、多くの方と繋がってみませんか。

　来年の冬には第7回田原リレーマラソンが盛大に開催さ
れ、多くの方が繋がる場所となることを心から願っています。

田原リレーマラソン
実行委員会

（事務局　藤城充章）
　090-2185-0024

［投稿者］

　空手道協会は男女問わず幼児から大人まで幅広い年
代で楽しく活動をしています。空手は技の習得だけでな
く、さまざまな事を身につけることができます。挨拶や返
事の礼儀、目標を持って頑張る気持ちや相手を思いやる
心などです。誰でも、何歳からでも始められ、そして何歳
までも続けられるのが空手の良さだと思います。
　普段味わえない緊張感や達成感を感じられますので、
お子さんはもちろん、大人の方にも是非体験して欲しい
と思います。お子さんと一緒に空手を始めたパパさんマ
マさんの空手家も大勢います。
　１人でも多くの人に空手道を伝え、沢山の空手好きの
仲間が生まれてくれたらと願っています。
　毎週金曜日は、なのはなスポーツクラブの「たのしい空
手教室」とコラボして行っていますので、お気軽にお越しく
ださい。
　一人一人に合った空手道にきっと出会えると思います。

【事務局】田原市空手道協会　 ０９０-４４４０-０８８９（岡田）

たい  が 渡会 紫乃ちゃん（左）
　　 菜央ちゃん（右）

し    の

な　お

すずちゃん（4歳）
ヨークシャテリア♀
（和地町 青山さん）

牧野 絃歩ちゃん

11カ月
大久保町

心珀くん 
こ  はくいと  あ

わが家の
ペット

9カ月
片西

▲横断幕に氏名を記入してね

▲大会QRコード

▲田原市体育協会ＨＰ

武道で生涯スポーツ

繋がり・絆・出会いのリレーマラソン
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など
【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）
【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・性別・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真
【内容】写真と名前・種別・性別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

TEL.090-2185-0024（藤城）／E-mail  tahara.r.marathon@gmail.com
●主催：田原リレーマラソン実行委員会　　●後援：田原市

お問い合わせ

・ サンテパルク内、芦ヶ池の周りを走ろう
・ 1周走った人は掲示板へ日付と名前を書いてね
・ 期間中、ひとり何回でも参加可能です（景品への応募は一回のみ）
・ みんなで日本縦断を達成出来たら、応募者へ抽選でお食事券が当たります!
つながり ・ 絆 ・ 出会いのランニングつながり ・ 絆 ・ 出会いのランニング
現在多くの人がジョギングやウォーキングを楽しんでいます。この田原市も例外ではありません。
そう、空前の健康ブーム・マラソンブームです。
人が人を誘い合い、参加する場所、参加した人同士の出会いや再会の場所
この渥美半島田原市に住む人たちのつながりや絆が、よりぐっと強くなる場所を作りたい

私達は参加した人、関わった人達の繋がりがより広がり、絆が強くなることを願い、この大会を開催します。
「よしっ、リレーマラソンをやろう！！」

検索田原リレーマラソン

特別企画
♪

みんなで
繋ごう！
目指せ！日本

縦断！！

その距離な
んと約2966k

m

（芦ヶ池1周2.
7km×1099

周）

参加者には
抽選で景品が
当たります!参加無料

開催
期間

開催場所：サンテパルクたはら
昼12時開始 昼12時終了

●陸上が繋いだ縁
　田原リレーマラソンは地元成章高校陸上部OB・OGを中心とした実行委員会９名が運
営を行っているイベントです。陸上を通して繋がった私たちは、この繋がりをもっと多くの
方々と共有し広げたいと考え、「参加した人、関わった人たちの繋がりがより広がり、絆が
強くなること」を目的に、本大会を立ち上げこれまで続けてきました。

●今だからできることを
　2014年に52チーム340名の方が参
加し始まった本大会も、昨年第６回大会で
は102チーム800名の参加者を迎え、47
社もの地元企業の皆様から協賛いただく
大会へと成長してきました。しかし本年は
昨今の社会情勢を踏まえ、これまでのよ
うな大会としての開催を断念しました。し
かし、今だからこそできることを考え、特
別企画として「みんなで繋ごう！目指せ！日
本縦断！！」を開催することとなりました。今
回はサンテパルクたはら内芦ヶ池周辺を舞台に、1周2.7Kmのコースを1,099周、鹿児島
の佐多岬から北海道の宗谷岬までの距離、2,966Km日本列島縦断を目指します。

　参加方法は芦ヶ池を1周走り、スタート・ゴール地点に設置
してある横断幕へ前の方と続くように日付と氏名を記入して
いただくだけです。走行距離の進捗度合いは横断幕上に私た
ちが1週間に一度記入することと、HP内で随時確認すること
ができます。ご自身が日本列島のどのあたりを走ったのか想
像してみるのも楽しいと思います。
　また、走った方はHPから景品の応募を行うことができま
す。景品は地元飲食店様から協賛いただいた食事券を用意し
ています。走行・横断幕への記載は1人何回でも可能ですが、
景品への応募は1人1回のみです。開催期間中にみんなで日
本縦断を達成できた時、応募者へ抽選で食事券が当たりま
す。当選者には郵送にて発送いたしますのでお楽しみに。
　本企画は令和2年11月29日（日）正午からスタートしてお
り、2月28日（日）正午までの達成を目標としています。是非サ
ンテパルクたはらへ足を運び走ることで日本列島縦断横断幕
を通して、多くの方と繋がってみませんか。

　来年の冬には第7回田原リレーマラソンが盛大に開催さ
れ、多くの方が繋がる場所となることを心から願っています。

田原リレーマラソン
実行委員会

（事務局　藤城充章）
　090-2185-0024

［投稿者］

　空手道協会は男女問わず幼児から大人まで幅広い年
代で楽しく活動をしています。空手は技の習得だけでな
く、さまざまな事を身につけることができます。挨拶や返
事の礼儀、目標を持って頑張る気持ちや相手を思いやる
心などです。誰でも、何歳からでも始められ、そして何歳
までも続けられるのが空手の良さだと思います。
　普段味わえない緊張感や達成感を感じられますので、
お子さんはもちろん、大人の方にも是非体験して欲しい
と思います。お子さんと一緒に空手を始めたパパさんマ
マさんの空手家も大勢います。
　１人でも多くの人に空手道を伝え、沢山の空手好きの
仲間が生まれてくれたらと願っています。
　毎週金曜日は、なのはなスポーツクラブの「たのしい空
手教室」とコラボして行っていますので、お気軽にお越しく
ださい。
　一人一人に合った空手道にきっと出会えると思います。

【事務局】田原市空手道協会　 ０９０-４４４０-０８８９（岡田）

たい  が 渡会 紫乃ちゃん（左）
　　 菜央ちゃん（右）

し    の

な　お

すずちゃん（4歳）
ヨークシャテリア♀
（和地町 青山さん）

牧野 絃歩ちゃん

11カ月
大久保町

心珀くん 
こ  はくいと  あ

わが家の
ペット

9カ月
片西

▲横断幕に氏名を記入してね

▲大会QRコード

▲田原市体育協会ＨＰ

武道で生涯スポーツ

繋がり・絆・出会いのリレーマラソン

広報たはら  令和3年1月│    │13



　
　
　 市
民
活
動
だ
よ
り

市民の
チカラ

地
域
の
話
題

地域の
チカラ

若
戸

あ
つ
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　
若
戸
校
区
は
、「
人
と
自
然
と
産
業
が
共

生
す
る
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
全
て
の
校
区
民
が
楽
し
ん
で
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

企
画
し
、地
域
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
ま

す
。

■
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会

　
令
和
２
年
11
月
28
日（
土
）、ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
、親
子
連
れ
な
ど
68

名
が
参
加
し
ま
し
た
。ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と

は
、地
図
上
に
設
定
さ
れ
た
得
点
の
異
な
る

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
制
限
時
間
内
に
ま

わ
り
、獲
得
し
た
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。ル
ー
ル
説
明
を
受
け
た
参
加
者
は
、グ

ル
ー
プ
ご
と
に
作
戦
を
立
て
た
後
、１
時

間
30
分
と
い
う
制
限
時
間
の
中
、歩
い
た

り
走
っ

た
り
し

な
が
ら
、

チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て

い
る
校
区

内
の
名
所

や
神
社
な
ど
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
、「
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
た
く
さ
ん
ま
わ
っ
て
疲
れ
た
け
ど
、面

白
か
っ
た
。ま
た
、参
加
し
た
い
」な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
若
戸

校
区
で

は
地
域

の
宝
で

あ
る
子

ど
も
と

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
活
動
の
充
実
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
校
区
在
住
ま
た
は
在
住

予
定
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の
方
へ
、手

作
り
の「
よ
だ
れ
か
け
」や「
抱
っ
こ
紐
カ

バ
ー
」を
市
民
館
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
市
民
館
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、子
育
て
支

援
教
室
な
ど
を
通
し
て
、子
ど
も
の
遊
び

場
、保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
と
な
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

第
17
回
あ
つ
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
集
い

特
別
企
画「
前
川
喜
平
氏
講
演
会
オ
ン

ラ
イ
ン
視
聴
」の
ご
案
内

　
今
年
度
は
、「
あ
つ
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
集
い
」

の
特
別
企
画
と
し
て
、
前
川
喜
平
氏
に
よ

る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
会
場
参
加
で
の
聴
講
は
既
に
定
員
に
達

し
ま
し
た
が
、
申
し
込
み
が
出
来
な
か
っ
た

方
や
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
外
出
を
た
め
ら
わ
れ

て
い
る
方
も
、
ご
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
視
聴
が
で
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】１
月
24
日（
日
）

講
演
開
始
時
間
：
午
後
１
時
30
分
　
オ
ー

プ
ニ
ン
グ（
視
覚
障
害
者
団
体
さ
く
ら
ん

ぼ
に
よ
る
演
奏
）　
開
始
時
間
：
午
後
１

時
※
既
に
会
場
参
加
に
申
し
込
ま
れ
た
方

は
午
後
１
時
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
定
員
】50
名

【
視
聴
方
法
】ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
ブ
を
予

定
。講
演
会
開
催
の
数
日
前
に
、メ
ー
ル
に

て
具
体
的
な
参
加
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
配
信
方
法
な
ど
、変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
申
込
】左
記
の
①
〜
⑤
の
内
容
を

atsum
inpo@

gm
ail.com

ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。※
１
月
13
日（
水
）ま
で

①
1
月
24
日（
日
）前
川
喜
平
講
演
会
の
オ

ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
申
し
込
み
ま
す
。

②
氏
名
、③
ご
住
所
、④
電
話
番
号
、⑤
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

【
問
い
合
わ
せ
】

0
9
0‐4
2
1
3‐0
5
9
6

あ
つ
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

（
森
下
）　

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp
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▲ロゲイニングを楽しむ参加者

▲手作りよだれかけ
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　令和2年9月26日（土）に行われた運動会は、コロナ禍というこ
とで例年とは違ったものとなりました。ただ規模を縮小するの
ではなく、種目の大幅変更を行うなどの工夫をして、子どもたち
の心に残るよりよい運動会を目指しました。
　例えば、短距離走をドリブル走、縄跳び走などを組み合わせた
リレーにしたり、体つくり運動を取り入れた競技に変更したり
しました。大玉送りも大玉転がしにしたところ、「大玉にさわる
ことができて楽しい」と多くの子どもが喜んでいました。６年生
のリレー競走の勝負は、タイムを取り入れたものにしたところ、
「タイムが上がっていくことが楽しくて、一生懸命バトン練習を
しました」という感想もありました。
　開閉会式の典礼や各種目の指揮者は、６年生を中心に任せ、子
どもたちが指揮台に上がり「前へ進め。全体止まれ」と全校児童
１５０人の前で号令をかけました。この経験を通して子どもた
ちは大きく成長することができたのではないかと感じます。
　今年が特別でなく、来年度以降も子どもたちが輝く運動会を
目指したいと思います。

　令和2年10月27日（火）に東中祭が行われました。毎年9月に
体育大会、11月に文化祭を行っていましたが、今年はコロナ感
染防止対策を講じながら、できる形式、可能な種目を考えて、
「東中祭」として合唱祭と体育祭を一日で行いました。
　午前中は、生徒会役員による開会行事を運動場で行った後、
本年度の生徒会スローガン「上昇気流」が書かれたモニュメン
トをバックに、学年ごとに体育館で合唱祭を行いました。各ク
ラス自由曲の１曲のみの合唱となり、どのクラスからも想い
のこもった合唱を聴くことができました。
　午後は、全校生徒による伝統の東中ソーラン、全力じゃんけ
ん、靴飛ばし、ソーシャルディスタンスバトンリレーなどを行
いました。競技中はもちろん、応援中も大きな拍手で応援する
姿がみられました。
　今年初めての大きな行事で、生徒たちも全力で体を動かし、
応援することができました。生徒の顔はどの顔も清々しいも
のでした。

「子どもが輝く行事に！」　
コロナに負けない運動会 赤羽根小学

校

「今できることを全力で」　
東中祭～上昇気流～ 東部中学校

●やった～！！

●開会式入場行進

●マスクシールドをして合唱する生徒

●東中ソーランの演技をする生徒
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

募
集

地
域
福
祉
課
会
計
年
度
任

用
職
員（
手
話
通
訳
者
）

１
０
０
６
４
８
０

対
象：
手
話
通
訳
士
、
愛
知
県
認

定
登
録
手
話
通
訳
者
ま
た
は
こ
れ

に
準
じ
た
方
　
募
集
人
員
：１
名

採
用
期
間：
採
用
決
定
日
〜
３
月

31
日
　
勤
務
場
所：地
域
福
祉
課

勤
務
内
容：
意
思
疎
通
支
援
に
関

す
る
業
務
な
ど
　
勤
務
形
態：
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

の
う
ち
４
時
間
　
報
酬：
月
額

９
万
９
６
８
１
円
　
申
込
締
切：

１
月
29
日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
６
９
７

23‐３
５
４
５

埋
蔵
文
化
財
作
業
員

　
　
　   

　
１
０
０
７
４
０
３

募
集
人
員：
５
名
程
度
　
採
用
期

間：
２
月
17
日
〜
３
月
13
日
　
勤

務
場
所：
伊
川
津
町
他
　
勤
務
内

容：発
掘
作
業
な
ど
　
勤
務
形
態：

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時（
火

〜
土
曜
日
）　
報
酬：
時
給
９
９
４

円
　
申
込
締
切：１
月
22
日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

イ
ベ
ン
ト

第
26
回
崋
山
会
新
春
美
術
展

日
時：
１
月
24
日（
日
）〜
31
日

（
日
）／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分
　
場
所：崋
山
会
館
　
内
容：

市
民
か
ら
募
集
し
た
絵
画
・
書
・

古
美
術
品
な
ど
の
展
示
　
入
場

料：無
料

▼（
公
財
）崋
山
会

☎
22‐１
７
０
０

22‐１
７
０
１

【
田
原
市
民
無
料
招
待
】

三
遠
ネ
オ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

田
原
市
Ｄ
Ａ
Ｙ

１
０
０
６
８
３
５

日
時：
２
月
13
日（
土
）午
後
５
時

５
分
〜
　
場
所：
豊
橋
市
総
合
体

育
館（
豊
橋
市
神
野
新
田
町
）　
対

戦
相
手：
サ
ン
ロ
ッ
カ
ー
ズ
渋
谷

対
象：
市
内
在
住
の
方
　
定
員：

３
０
０
名（
申
込
順
）　
申
込：
１

月
８
日（
金
）正

午
〜
２
月
５
日

（
金
）午
後
５
時

に
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
て
　
そ
の
他：
座
席
は

自
由
席
／
田
原
市
Ｄ
Ａ
Ｙ
な
ら
で

は
の
企
画
や
東
三
河
の
グ
ル
メ
も

楽
し
め
ま
す

▼
㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

☎（
０
５
３
２
）35‐７
５
２
８

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
in
田
原

１
０
０
６
７
７
９

日
時：
２
月
21
日（
日
）午
前
９
時

〜（
受
付
開
始
／
午
前
８
時
30
分
）

集
合
場
所：
田
原
文
化
会
館
は
な

の
き
広
場
　
定
員：２
０
０
名（
先

着
順
）　
参
加
料：
無
料
　
持
ち

物：写
真
撮
影
で
き
る
も
の（
デ
ジ

カ
メ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）　
申

込：
１
月
12
日（
火
）〜
２
月
12
日

（
金
）の
期
間
に
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
／
申
込

書
は
ス
ポ
ー
ツ
課
・
田
原
文
化
会

館
・
赤
羽
根
文
化
会
館
・
渥
美
運

動
公
園
・
各
市
民
館
、
市
Ｈ
Ｐ
で

入
手
可

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

講
座

渡
辺
崋
山
史
跡
ガ
イ
ド

養
成
講
座

対
象：
20
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
　
期
間：
年
10
回
程
度
予

定
　
場
所：崋
山
会
館
　
内
容：渡

辺
崋
山
に
関
す
る
史
跡
や
業
績
を

学
ぶ
　
受
講
料：無
料
　
申
込：随

時
受
付
／
崋
山
会
事
務
局
に
直
接

申
込

▼（
公
財
）崋
山
会

☎
22‐１
７
０
０

22‐１
７
０
１

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
１
月
11
日（
月・
祝
）午
前

９
時
〜
９
時
45
分
　
場
所：
崋
山

会
館
　
内
容：
崋
山
伝
記
の
根
底

テ
キ
ス
ト『
全
楽
堂
記
伝
』６
　
講

師：崋
山
・
史
学
研
究
会
員 

別
所

興
一
氏
　
受
講
料：無
料
　
申
込：

当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

お
し
ら
せ

▲チケット申込
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第
２
回
労
働
講
座１

０
０
６
３
９
０

対
象：
事
業
主
、
人
事
労
務
担
当

者
そ
の
他
関
心
の
あ
る
方
　
日

時：
１
月
28
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
　
場
所：
愛
知
県

東
三
河
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
豊
橋
市
八
町
通
５
丁
目
４
）

内
容
／
講
師：【
第
１
部
】職
場
に

お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
／
平
松
真
弓
氏
【
第
２
部
】労

働
紛
争
解
決
に
お
け
る
実
務
的
な

問
題
点
／
熊
谷
豊
和
氏
　
定
員：

50
名
　
参
加
料：無
料
　
申
込：１

月
18
日（
月
）ま
で
に
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て（
事
業
所
名・住
所・氏
名・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
愛
知
県
東
三
河
総
局
　
企
画
調

整
部
産
業
労
働
課

☎（
０
５
３
２
）54‐２
５
８
２

（
０
５
３
２
）54‐７
２
３
９

第
２
回
ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

講
習
会
　
　 

１
０
０
４
４
１
９

対
象：子
ど
も・若
者
の
支
援
に
携

わ
っ
て
い
る
方
、関
心
の
あ
る
方

日
時：
２
月
５
日（
金
）午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
　
場
所：
田
原

市
役
所
講
堂
　
内
容：
関
係
性
を

運
動
学
習
能
力（
学
ぶ
力
）を
高
め

る
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
　
定
員：
各
回
20
組

40
名（
抽
選
）　
受
講
料：
無
料
　

申
込：
1
月
14

日（
木
）ま
で
に

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
に
て

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

こ
こ
ろ
の
病
の
家
族
教
室

１
０
０
４
２
５
９

対
象：こ
こ
ろ
の
病（
主
に
統
合
失

調
症
や
気
分
障
害
）で
治
療
中
の

方
の
家
族
　
日
時：
２
月
19
日

（
金
）午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
場

所：
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（
３
階
）　
内
容：
講
演
「
こ
こ
ろ

の
病
と
共
に
く
ら
す
〜
く
ら
し
を

支
え
る
訪
問
看
護
〜
」　
講
師：訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
田
原
ク

ロ
ー
バ
ー
所
長
　
日
高
志
穂
氏
　

定
員：15
名（
先
着
順
）　
参
加
料：

無
料
　
申
込：
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

繋
ぐ
と
は
　
講
師：
日
本
福
祉
大

学
社
会
福
祉
学
部
教
授
　
野
尻
紀

恵
氏
　
定
員：
40
名
（
先
着
順
）

受
講
料：無
料
　
申
込：1
月
27
日

（
水
）ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）　
そ
の
他：講
師

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

▼
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
36‐６
６
１
４

36‐６
９
７
０

子
ど
も
向
け
運
動
教
室

１
０
０
５
８
６
９

対
象：
市
内
在
住
の
園
児
・
小
学

１
〜
３
年
生
と
保
護
者
　
日
時：

２
月
６
日（
土
）【
園
児
】午
後
１
時

〜【
小
学
生
】午
後
２
時
30
分
〜

場
所：
田
原
市
総
合
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
　
内

容：
運
動
と

神
経
の
発
達

に
沿
っ
て
刺

激
を
与
え
、

田
原
市
博
物
館
講
座

１
０
０
５
１
４
２

日
時
／
場
所
／
内
容
／
講
師：
表

の
通
り
　
定
員：
各
10
名
（
先
着

順
）
受
講
料：無
料
　
申
込：電
話

に
て

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
あ
り
／

詳
細
は
受
講
者
に
後
日
お
知
ら
せ

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

日時 場所 内容・講師

2/14日
13：30～15：00

ふるさと教育
センター

発掘調査報告/伊川津貝塚、神ノ釜古窯
清水俊輝（学芸員）

2/21日
13：30～15：00 崋山会館 渥美半島と船・そして鉄道

木村洋介（学芸員）

2/28日
13：30～15：00 崋山会館 渡辺崋山が描く肖像画

鈴木まりな（学芸員）

▲電子申請システム
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ミ
ツ
な
ど
の
販
売
を
し
て
い
な

い
場
合

届
出
期
限：１
月
29
日（
金
）　

▼
農
政
課

☎
27‐７
２
７
５

22‐３
８
１
７

甲
種・乙
種
防
火
管
理
講
習

１
０
０
６
４
３
５

日
時：３
月
４
日（
木
）・５
日（
金
）

／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
ご

ろ
　
場
所：
田
原
文
化
会
館
多
目

的
ホ
ー
ル
　
定
員：
甲
種
、
乙
種

合
わ
せ
て
40
名（
先
着
順
）　
受
講

料：３
７
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込：２
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）

の
期
間
に
予
防
課
に
あ
る
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

写
真（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）２
枚
を

貼
り
付
け
て
提
出（
受
講
申
込
書

は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）　
対
象：次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
に
該
当
す
る
防
火
対
象
物
の
関

係
者【
甲
種
】①
遊
技
場・飲
食
店・

店
舗
・
病
院
な
ど
で
収
容
人
員
30

名
以
上
か
つ
延
べ
面
積
３
０
０
㎡

以
上
②
共
同
住
宅
・
工
場
・
事
務

所
な
ど
で
収
容
人
員
50
名
以
上
か

つ
延
べ
面
積
５
０
０
㎡
以
上
③
火

災
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
な
者
が
入
所
す

上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
　
そ
の

他：
令
和
２
年
度
に
登
録
し
て
い

る
団
体
も
新
た
に
登
録
が
必
要

■
利
用
団
体
説
明
会

　
登
録
団
体
の
責
任
者
ま
た
は
代

理
の
方
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日：３
月
９
日（
火
）を
予
定（
後

日
、
責
任
者
の
方
に
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）　
場
所：赤
羽
根
文

化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
届
に
つ
い
て

　
　
　
　
１
０
０
５
２
６
３

　
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
１
月
末
ま
で
に
飼
育
届

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

｢

業｣

で
は
な
く
、
趣
味
で
ミ
ツ
バ
チ

を
飼
育
し
て
い
る
方
も
届
け
出
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合

は
届
け
出
の
対
象
外
で
す
。

・
農
作
物
な
ど
の
花
粉
受
精
の
た

め
、
一
時
的
に
飼
育
す
る
場
合

・
密
閉
構
造
の
飼
育
設
備
で
飼
育

す
る
場
合

・
自
然
巣す
ど
う洞
、重
箱
式
巣
箱
な
ど
、

反
復
利
用
可
能
な
巣
枠
、
巣す

ひ脾

を
用
い
な
い
で
飼
育
し
、
ハ
チ

放
送
大
学

（
令
和
３
年
４
月
入
学
）

内
容：
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
幅
広
い

分
野
が
学
べ
る
通
信
制
大
学
　
出

願
期
限：【
第
１
回
】
２
月
28
日

（
日
）【
第
２
回
】
３
月
16
日（
火
）

資
料
請
求：
電
話
ま
た
は
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.ouj.ac.jp

）で

受
付

▼
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）８
３
１‐１
７
７
１

生
活

令
和
３
年
度
学
校
施
設
開
放

利
用
団
体
の
登
録１

０
０
１
１
４
５

対
象：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
構
成
す
る
10
名
以
上
の
グ

ル
ー
プ
　
開
放
施
設：市
内
の
小・

中
学
校
の
運
動
場
、
体
育
館
、
武

道
場
　
使
用
料：【
体
育
館
・
武
道

場
】１
５
０
円
／
時
間【
運
動
場
】

無
料
　
申
込：
２
月
５
日（
金
）ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
た
は
田
原
文

化
会
館
・
赤
羽
根
文
化
広
場
、
渥

美
運
動
公
園
、
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
登

録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

る
社
会
福
祉
施
設
な
ど（
避
難
困

難
施
設
）で
収
容
人
員
が
10
名
以

上【
乙
種
】①
ま
た
は
②
の
面
積
未

満
の
防
火
対
象
物

※
甲
種
防
火
管
理
講
習
の
修
了
者

は
、
乙
種
防
火
管
理
者
を
必
要
と

す
る
防
火
対
象
物
で
も
防
火
管
理

者
に
な
れ
ま
す

▼
予
防
課

☎
23‐４
０
７
４

23‐０
１
８
０

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し

ょ
う
　
　　
　
１
０
０
１
０
０
４

■
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
共
に
、
海

や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
施
設
で

す
。

・
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接

続
を
お
願
い
し
ま
す

■
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
排
水
管
の
つ
ま
り
や
故
障

の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処

理
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
排
水
口
に
油
や
野
菜
く
ず
を
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い

・
水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
合
格
御

守
を
配
布
し
ま
す１

０
０
６
７
９
６

　「
丸
い
、落
ち
な
い
、滑
ら
な
い
」

と
い
う
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

特
徴
を
生
か
し
、
高
校
、
大
学
、

資
格
取
得
な
ど
の
受
験
生
を
応
援

し
つ
つ
、
効
果
的
な
下
水
道
の
Ｐ

Ｒ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
受
験

合
格
を
祈
願
す
る
御
守（
缶
マ
グ

ネ
ッ
ト
）を
配
布
し
ま
す
。

対
象：受
験
生
　
配
布
日：１
月
12

日（
火
）午
前
８
時
30
分
〜
　
配

布
場
所：
下
水
道
課
　
配
布
数：

１
０
０
個
※
な
く
な
り
次
第
終
了

配
布
方
法：
下
水
道
課
窓
口
に
て

先
着
順
で
配
布
／
受
験
生
１
人
に

つ
き
１

個
ま
で

（
親
族
に

限
り
代

理
可
）

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

集

 ▲御守のイメージ
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自宅で簡単につくれる！
ぐるりんバスオリジナル
ペーパークラフト
　ご家庭でもお子さんと一緒に、ぐるりん
バスに親しむことができるように、ぐるりん
バス市街地線の「海号」「花号」の車体をモ
チーフにしたオリジナルペーパークラフト
ができました。
　市ＨＰからダウンロードできますので、
ペーパークラフトの台紙を印刷して、ぜひ
作成してみてください。

▼街づくり推進課☎27-8603

公
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す

１
０
０
７
４
０
５

売
却
地：
表
の
通
り
　
入
札
日
時：

１
月
26
日（
火
）午
後
３
時
　
場

所：
市
役
所
３
０
０
会
議
室（
北
庁

舎
３
階
）　
申
込
期
間
：１
月
５
日

（
火
）〜
21
日（
木
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
財
政
課

☎
23‐３
５
９
１

23‐０
１
８
０

場所 登記地目 面積 最低入札価格

１ 古田町寺ノ前
22番7 宅地 　554.08㎡

　（167.9坪） 700万円

２
小中山町新田一
本松下130番3、
130番4、132番3

宅地 　260.27㎡ 
　（78.9坪） 270万円

愛
知
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
と
の
夜
間
離
着
陸
訓
練

に
伴
う
立
ち
入
り
制
限
に

ご
協
力
く
だ
さ
い１

０
０
７
３
５
８

日
時：
１
月
18
日（
月
）午
後
４
時

〜
７
時
ご
ろ
　
場
所：
白
谷
海
浜

公
園
芝
生
広
場
周
辺
　
そ
の
他：

天
候
不
良
お
よ
び
災
害
出
動
の
場

合
は
中
止

▼
田
原
市
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置

設
置
促
進
事
業
補
助
金

１
０
０
６
８
６
０

　
自
動
車
に
対
す
る
後
付
け
の
ペ

ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
等
抑
制

装
置
の
設
置
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

■
対
象
者

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
個
人

の
方

●
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

（
年
度
内
に
65
歳
に
到
達
す
る

方
を
含
む
）

●
装
置
を
設
置
す
る
自
動
車
の
自

動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
た
使

用
者
の
方

●
有
効
期
限
内
の
自
動
車
運
転
免

許
証
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

●
自
動
車
税
お
よ
び
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

■
対
象
車
両

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
自
動
車

●
対
象
装
置
が
設
置
可
能
で
あ
る

こ
と

●
自
動
車
検
査
証
の「
自
家
用・事

業
用
の
別
」欄
に「
自
家
用
」と

記
載
さ
れ
た
も
の

■
補
助
額
　
　

　
購
入
費
お
よ
び
設
置
費
の
５
分

の
４
以
内（
１
０
０
０
円
未
満
切
捨

て
）／
上
限
あ
り（
障
害
物
検
知
機

能
付
３
万
２
０
０
０
円
／
障
害
物

検
知
機
能
な
し
１
万
６
０
０
０
円
）

■
補
助
対
象
　
　

　
国
の
性
能
認
定
制
度
で
認
定
さ

れ
た
装
置
を
令
和
２
年
４
月
１
日

以
降
に
設
置
し
た
も
の

■
申
請
方
法
　
　

　
設
置
後
２
カ
月
以
内
に
、市
Ｈ

Ｐ
、総
務
課
、市
内
安
全
運
転
支
援

装
置
販
売
店
に
あ
る
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、３
月
１
日
ま
で

に
総
務
課
へ
提
出

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

■１月10日は「110番の日」
　～事件・事故・緊急事案は110番～
　110番は緊急通報のための専用電話
です。事件解決のキーワードは「素早い通
報」です。
・ひき逃げ事故にあった、または目撃した
・ひったくりや空き巣などの犯罪にあった、
または目撃した
・不審者に声を掛けられた
　このような時は迷わず、落ち着いて、す
ぐに「110番」をしてください。
　緊急性のない
相談や問い合わ
せなどは警察署
や警察相談専用
電話「＃9110」を
ご利用ください。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　2020年の累計

11月

●人身14件（123件）
●負傷15人（165人）
●死亡1人（3人）
●物損91件（1052件）

●侵入盗2件（15件）
●乗物盗0件（16件）
●非侵入盗1件（49件）

●火災1件（16件）
●救急164件（1905件）

※建築など希望の方は、都市計画法・建築基準法の規制があるため、事前に
建築課へご相談ください

1007356
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高
額
医
療・高
額
介
護
合
算

制
度
　 

　 

１
０
０
３
５
８
４ 

　
こ
の
制
度
は
、
次
の
対
象
の
方

の
申
請
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

70 ～ 74歳（後期含む） 70歳未満
所得区分 自己負担限度額 所得区分 自己負担限度額

現役並みⅢ 212 万円
旧ただし書き所得 901万円超 212 万円

現役並みⅡ 141 万円
現役並みⅠ 67 万円 旧ただし書き所得 600万円超 901万円以下 141 万円

一般 56 万円
旧ただし書き所得 210万円超 600万円以下 67 万円
旧ただし書き所得 210万円以下 60 万円

低所得者Ⅱ 31 万円
住民税非課税 34 万円

低所得者Ⅰ 19 万円

■
対
象

　
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

方①
世
帯
内
の
同
一
の
医
療
保
険

（
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
、
社
会
保
険
な
ど
）の

加
入
者
で
、
１
年
間（
毎
年
８

月
１
日
〜
７
月
31
日
）に
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自

己
負
担
を
支
払
っ
て
い
る
方

②
①
の
自
己
負
担
金
額（
高
額
療

養
費
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

を
差
し
引
い
た
額
）の
合
計
が

表
の
所
得
区
分
ご
と
の
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
て
い
る
方

■
国
民
健
康
保
険
制
度
へ
加
入
の
方

　
支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
３

月
ご
ろ
、
市
役
所
か
ら「
お
知
ら

せ
」が
届
き
ま
す
の
で
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入

　
の
方

　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
３

月
ご
ろ
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
、
申
請
に
つ
い
て

の「
お
知
ら
せ
」が
届
き
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９（
国
保
）

☎
23‐３
５
１
４（
後
期
）

残
り
１
カ
月
で
す

〜
お
済
み
で
す
か
？「
特
定

健
診（
国
保
基
本
健
診
）」「
後

期
高
齢
者
健
診
」〜１

０
０
５
５
９
３

　
糖
尿
病
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
多
く
は
、
自
覚
症
状

が
な
い
ま
ま
何
年
も
か
け
て
進
行

し
ま
す
。「
生
活
習
慣
病
の
芽
」を

い
ち
早
く
見
つ
け
、
ご
自
身
で
確

認
で
き
る
方
法
が
健
診
で
す
。

　
今
年
１
年
健
康
で
過
ご
す
た
め

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
特

定
健
診
は
、
定
期
的
に
通
院
さ
れ

て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象：【
特
定
健
診
】40
〜
74
歳
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者【
後
期
高

齢
者
健
診
】75
歳
以
上
の
方（
一
定

の
障
害
が
あ
る
方
は
65
歳
以
上
）

費
用：無
料
　
場
所：市
内
指
定
医

療
機
関
　
期
限：１
月
30
日（
土
）

持
ち
物：受
診
券
、
保
険
証

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
健
康
課

☎
23‐３
５
１
５（
特
定
健
診
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４（
後
期
高
齢
者
健

診
）

空
き
家
や
不
動
産
で
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

１
０
０
６
１
４
１

１
０
０
６
５
０
７

■
空
き
家
問
題 

行
政
書
士
無
料

相
談
会

時
間：
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
内
容：
土
地
利
用
、
相
続
な

ど
の
空
き
家
問
題
に
行
政
書
士
が

解
決
の
た
め
の
方
向
性
な
ど
を
助

言
／
相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
申

し
込
み（
要
事
前
予
約
）

■
不
動
産
無
料
相
談
会

時
間：午
後
１
時
〜
４
時
　
内
容：

不
動
産
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

宅
地
建
物
取
引
士
が
解
決
の
た
め

の
方
向
性
な
ど
を
助
言

■
共
通
事
項

期
日
／
場
所：
表
の
通
り
　
相
談

料：無
料
　
申
込：電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
氏
名
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
建
築
課

☎
23‐３
６
８
４

22‐３
８
１
１

カ
ラ
ス
の
巣
作
り
に
よ
る

停
電
防
止
に
ご
協
力
を

　
毎
年
２
〜
５
月
は
、
カ
ラ
ス
の
巣

作
り
時
期
で
す
。
カ
ラ
ス
は
、
巣

作
り
に
金
属
製
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
を
使

う
こ
と
が
あ
り
、
電
柱
の
上
に
巣

を
作
る
と
、
漏
電
や
短
絡（
シ
ョ
ー

ト
）で
、
広
範
囲
な
停
電
を
発
生
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
停
電
防
止
の
た
め
の
お
願
い

・
金
属
製
ハ
ン
ガ
ー
・
針
金
な
ど

を
放
置
し
な
い

・
鉄
塔
・
電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣

を
発
見
し
た
ら
、
中
部
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
へ
連
絡
す
る

▼
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱

田
原
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

０
１
２
０（
９
８
８
）３
２
８

期日 場所
1／  8金

田原福祉センター

【行政書士相談】
１階 相談室１・３
※の期日のみ実施

【不動産相談】
１階 相談室２

1／21木　※
2／  4木
2／18木　※
3／  5金
3／18木　※
4／15木　※
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寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
11
月
12
日
、
伊
藤
雅
髙
様（
名

古
屋
市
）か
ら
地
域
の
助
け
合
い

の
た
め
、
金
３
万
円

▼
11
月
24
日
、
㈱
輝
シ
ス
テ
ム
様

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
自
動
検
温
器
一

式▼
12
月
４
日
、
社
会
福
祉
法
人
福

寿
園
理
事
長
　
山
田
浩
三
様
、
福

寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未の
ぞ
み来
」会
長

小
久
保
三
夫
様
か
ら
市
内
小
学
校

の
福
祉
教
育
環
境
の
充
実
の
た

め
、
50
型
ワ
イ
ド
４
Ｋ
対
応
液
晶

モ
ニ
タ
ー
お
よ
び
ス
タ
ン
ド
セ
ッ

ト
18
台

税

豊
橋
税
務
署
で
の
確
定
申

告
相
談
会   

１
０
０
６
７
２
６

対
象：
年
金
受
給
者
の
方
で
、
還

付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を

提
出
す
る
方
　
日
時：
２
月
２
日

（
火
）〜
15
日（
月
）／
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
／
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
　
場

所：
豊
橋
税
務
署
（
豊
橋
地
方
合

同
庁
舎
内
）　
そ
の
他：会
場
内
の

混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ
の
入

場
に
は
入
場

整
理
券（
当

日
配
布
ま
た

は
事
前
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で

入
手
）が
必

要
と
な
り
ま

す
。
入
場
整
理
券
の
配
布
状
況
に

応
じ
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

▼
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

確
定
申
告
書
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
お
電
話
で

◉
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や
必
要

な
書
類
の
確
認
を
し
た
い
と
き

▼
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

◉
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

の
操
作
が
分
か
ら
な
い
と
き

▼
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎（
０
５
７
０
）01‐５
９
０
１

※
受
付
時
間
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

◉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
設

定
な
ど
が
分
か
ら
な
い
と
き

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）95‐０
１
７
８

（
受
付：月
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
８
時
、
土・日
曜
日
、

祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分
、
年
末
年
始
を
除
く
）

個
人
住
民
税
は
給
与
天
引
き

（
特
別
徴
収
）で

１
０
０
３
５
１
３

　
地
方
税
法
お
よ
び
田
原
市
市
税

条
例
の
規
定
で
、
給
与
を
支
払
う

事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
個
人
住

民
税（
市
民
税
＋
県
民
税
）を
特
別

徴
収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、
事
業
主
が
、
毎
月
従
業
員
に

支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を

給
与
天
引
き
し
、
従
業
員
に
代
わ

り
納
入
す
る
制
度
で
す
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
　 

　
１
０
０
７
１
２
５

対
象：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
①
主
た
る
生
計
維

持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
症
状

と
な
っ
た
世
帯
②
主
た
る
生
計
維

持
者
の
事
業
収
入
や
給
与
収
入
な

ど
が
前
年
に
比
べ
て
10
分
の
３
以

上
減
少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯

申
込：
３
月
31
日（
水
）ま
で
に
保

険
年
金
課
・
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
請

書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、直
接
ま
た
は
郵
送
に
て

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

「たはら暮らし」の魅力
写真で発信中！
　本市ではインスタグラムに公式アカウント「tahara_
kurashi（たはら暮らし）」を開設しています。
　「たはら暮らし」には、私たち
が日頃目にしている市内の風
景や暮らしの１コマ、地域のイ
ベントなどの写真を投稿してい
ます。
　また、キーワードで写真が集
まるインスタグラムの仕組み
を利用し、市アカウントの閲覧
登録者に「＃たはら暮らし」の
キーワードを付けた投稿を呼
び掛けています。
　あなたの知らない田原市を
発見できるかもしれません。ぜ
ひ、のぞいてみてください。

▶広報秘書課☎22-0138
1004334
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令和３年度児童クラブ・放課後子ども教室の参加者募集

金 土 日

1/1 2 3
サンテ新春フェア   
10：00～ 餅つき大会（ 以
下・先着100名）、かんたんた
こ作り、書初めコーナー

8 9 10
おはなし会
15：00～ 
おはなし会
10：30～ 

15 16 17 
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

おはなし会
10：30～ 

22 23 手話で楽しむおはなし会 24 
赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※福江・泉中学校区

10：30～ どなたでも
おはなし会
10：30～ 
パパのための出産準備クラス
9：30～11：30 市内在住の初めてパ
パになる方および妊婦さん（要予約）

フリーマーケット
9：30～

29 母乳相談 30 31
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方
親子リトミック
１3：３０～  と保護者（要
予約）

子ども工作教室「ひなまつり」   
10：00～  先着100名

5 6 おはなし会 7
15：00～ 
おはなし会
10：30～ 
子育て講座（おとうさんとあそぼう！）
10：00～11：00 1歳半～3歳児と
お父さん※定員15組（要予約）

◆開館時間：13：00～17：00
土・日は9：30～12：00も
開館
◆休館日：月曜日
◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

◆時間：9：00～12：00、13：
30～16：00
※手遊び、ふれあい遊びなど
実施

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760
◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）
※毎月 第3木曜午後休館

◆時間：9：30～11：30、13：
00～15：00
※手遊び、絵本の読み聞かせ
など実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳
幼児とその保護者

◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽根
福祉センター（火曜日9：30
～11：00）・泉市民館（金曜
日9：30～11：00）
※開催のない週もあります

【対象】市内の小学校に通う１～６年生までの児童（児童クラブは保護者が就労などの
理由で昼間家庭にいない児童）
【申込】2月 10日（水）までに、生涯学習課およびクラブ・教室で配布する申込書類に必
要事項を記入の上、生涯学習課、赤羽根市民センター、渥美支所市民生活課へ直接提出
【その他】  ①定員を超えた場合は、学年の低い順または保護の困難性の高い順に参加を
認めます。場合によっては、待機となることがあります。②詳しくは、12月下旬に小
学校・保育園などで配布する応募要項をご覧ください。③夏休み期間の募集は、5月に
改めてお知らせします。
▶生涯学習課☎23‐3635 22‐3811　 1001093 1002298

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児

令和3年1月  広報たはら │    │22



子育てサークルを応援しています
　「子育てサークル」は、子育てをしているママたちが子育ての悩
みや情報を共有したり、子ども同士で遊んだりすることで、楽しみ
ながらみんなで子育てをしていくための活動の場です。
　すくっとでは、子育てサークルの活動を交流会の開催などを通
して応援しています。育児の悩みを共有する仲間ができること
で、ママたちの不安が少しでも解消されることを願っています。
※各子育てサークルの活動日時・活動場所は市ＨＰをご覧ください
▶親子交流館　☎23‐1510　 23-1517　 1006824

子育て中のママやパパの情
報交換の場「子育てサーク
ル」の活動カレンダーを配
信しています。育児仲間探
しに、ぜひご活
用ください。

1006821

すくっとへ行こっと！  親子交流館だより

月 火 水 木

12/28 29 30 31

4 5 6 7 
アイデア工作  
（～10日日）午後 以上

おはなし会
10：30～ 

11 12 13 14
のりもの  （～15日金）
13：00～15：00 
チャレンジ「くるりんスキップ」  
（～17日日） 以上

おはなし会
10：30～、11：00～ 

18 母乳相談 19 赤ちゃんサロン 20 21 
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方
赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護者
※南部・中部・高松・赤羽根・若戸

９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※童浦・衣笠校区
出前図書館
10:45～11:45 どなたでも
のりもの  （～22日金）
13：00～15：00 

おはなし会
10：30～ 
工作「ハーバリウム」  
（19日火～31日日）午後 
以上

キッズサロン
10：00～11：00 市内在住の１２・
１月生まれの１～３歳児と保護者
子育て講座（７カ国語で遊ぼう！）
10：30～11：10 （要予約）

25 26 27 28
赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※六連・神戸・大草・東部・野田
校区

おはなし会
10：30～ 

子育て講座（離乳食の進め方
［アレルギー］）
10:30～11:00 市内在住の

と保護者（予約制）

2/1 2 3 4
おはなし会
10：30～ 

場  

所
2021 January
イベントカレンダー 渥美図書館

赤羽根図書館
中央図書館なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
さくらルーム

すくっと
あつみライフランド1月

広報たはら  令和3年1月│    │23



市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

間
帯
で
分
け
る
な
ど
、感
染
拡
大
防
止
対

策
を
講
じ
た
診
察
・
検
査
体
制
が
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
の
あ
る
方
は
、か

か
り
つ
け
医
へ
事
前
に
電
話
を
入
れ
、受
診

方
法
を
確
認
し
た
後
、医
療
機
関
の
指
示

に
従
って
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合

は
、受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
し

て
、診
察
・
検
査
が
で
き
る
医
療
機
関

を
お
尋
ね
く
だ
さ
い

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
電
話
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
相
談
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•
平
日
昼
間（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

▼
受
診・相
談
セ
ン
タ
ー（
豊
川
保
健
所
）

☎（
０
５
３
３
）86‐３
１
７
７

•
平
日
夜
間・休
日
な
ど

▼
夜
間・休
日
相
談
窓
口（
愛
知
県
庁
）

☎（
０
５
２
）８
５
６‐０
３
１
５

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
を

　
近
年
、軽
症
で
緊
急
性
が
低
い
に
も
関
わ

ら
ず
、休
日
や
夜
間
に
病
院
を
受
診
す
る
方

が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
機
関
は
、緊

急
性
の
高
い
人
へ
の
応
急
的
な
医
療
を
提

供
す
る
と
こ
ろ
で
、医
師
や
看
護
師
な
ど
多

く
の
人
の
善
意
と
努
力
で
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。本
当
に
医
療
の
必
要
な
方
が
必
要
な
と

き
に
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、適
正
受
診

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

❶
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
は
、普
段
の
健
康
管
理
を
し

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
、か
か

り
つ
け
医
へ
電
話
相
談
し
た
後
、受
診

し
て
く
だ
さ
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
症
状

は
、季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
と

区
別
が
つ
き
に
く
い
た
め
、発
熱
な
ど
の

症
状
が
あ
る
方
は
、症
状
の
な
い
方
と
時

て
く
れ
る
身
近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。病
気
に

な
っ
た
と
き
や
日
頃
の
健
康
に
不
安
を
感
じ

た
ら
、か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

❷
診
療
時
間
内
に
か
か
り
ま
し
ょ
う

　
休
日
や
夜
間
に
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ

る
医
療
費
は
高
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、自
己

負
担
も
高
額
で
す
。急
病
な
ど
の
場
合
を
除

き
、診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

❸
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
は
、医
療
費
を
増
や
し
て
し
ま

う
だ
け
で
な
く
、重
複
す
る
検
査
や
投
薬

で
、か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
し

ま
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。今
受
け
て
い
る

治
療
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

❹
お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
お
薬
手
帳
は
、使
っ
て
い
る
全
て
の
薬

を
記
録
す
る
た
め
の
も
の
で
、薬
の
重
複

投
与
を
防
ぐ
目
的
が
あ
り
ま
す
。お
薬
手

帳
は
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
、継
続
し
て
記

録
し
、医
療
機
関
や
薬
局
を
利
用
す
る
際

に
は
必
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う
。体
質
や
服

薬
歴
、副
作
用
の
発
生
状
況
な
ど
を
記
録

し
て
お
け
ば
、医
師
や
薬
剤
師
か
ら
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

発熱などの症状がある方

かかりつけ医などの
地域で身近な医療機関

相談した医療機関で、
診療・検査可能である
か？

診療・検査 診療・検査

かかりつけ医などを持
たない場合や相談する
医療機関に迷う場合

発熱がある場合の受診・相談方法

診療・検査医療機関

受診・相談センター

豊川保健所
☎（0533） 86‐3177
午前9時～午後5時30分
※平日のみ

電話相談

電話相談

案内

いいえ

はい
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

●休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、市役所へご確認の上、受診してください　市役所●☎22‐1111（代表）

診療時間 医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
診療時間以外は 渥美病院●☎22‐2131 にお問い合わせの上、受診してください

ん
に
と
っ
て
栄
養
や
免
疫
だ
け
で
な
く
、さ

ま
ざ
ま
な
点
で
良
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま

す
。で
き
る
範
囲
で
母
乳
哺
育
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
ょ
う
。

❸
タ
バ
コ
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
タ
バ
コ
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
大
き
な
危
険
因

子
で
す
。妊
産
婦
さ
ん
自
身
の
禁
煙
は
も

ち
ろ
ん
、周
囲
の
方
も
妊
産
婦
さ
ん
や
赤

ち
ゃ
ん
の
周
り
で
の
喫
煙（
加
熱
式
た
ば

こ
を
含
む
）は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
、ご
家
庭

で
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

■
災
害
時
医
療
救
護・
保
健
活
動
に
関
す
る

研
修
会

【
対
象
】本
市
の
災
害
時
医
療
救
護
・
保
健

活
動
に
関
心
の
あ
る
方
　【
日
時
】１
月
23

日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時（
30
分
前
受
付

開
始
）　【
場
所
】市
役
所
南
庁
舎
６
階
講

堂（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
受
講
可
能
）　【
内
容
】

災
害
時
の
看
護
職
の
役
割
　【
講
師
】土
屋

厚
子
氏（
元
静
岡
県
健
康
福
祉
部
理
事
）　

【
申
込
】１
月
15
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏

名・住
所・電
話
番
号
を
明
記
）

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
健
康
課
　

☎
33‐０
３
８
６

33‐０
３
１
９

■
ひ
な
ま
つ
り
料
理
教
室

１
０
０
６
６
１
９

【
対
象
】市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
　【
開
催
日
・
場
所
・
定
員
】表
の
通
り

（
託
児
あ
り
）　【
時
間
】午
前
10
時
〜
午
後

１
時
30
分
　【
参
加
料
】１
名
２
０
０
円
　

【
申
込
】１
月
４
日（
月
）〜
29
日（
金
）の
期

間
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
、
氏
名
・生
年
月
日
・電
話
番

号
、託
児
を
希
望
の
方
は
子
ど
も
の
氏
名・

生
年
月
日
を
明
記
）
※
先
着
順
　【
持
ち

物
】飲
み
物・エ
プ
ロ
ン・三
角
巾（
バ
ン
ダ

ナ
）・ハ
ン
ド
タ
オ
ル・ス
リ
ッ
パ
や
上
靴・

マ
ス
ク
　【
そ
の
他
】感
染
予
防
対
策
を
し

て
実
施

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
田
原
市
食
生
活
改
善
健
康
づ
く
り
会

（
健
康
課
）

☎
23‐３
５
１
５

23‐
３
８
１
０

赤
ち
ゃ
ん
を
突
然
死
か
ら
守
る
た
め
に

　
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

は
、何
の
予
兆
も
な
い
ま
ま
、健
康
に
見
え

た
乳
幼
児
が
睡
眠
中
に
突
然
死
す
る
病
気

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。令
和
元
年
に
は
全

国
で
78
人
の
乳
幼
児
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、乳
児
期
の
死
亡
原
因
の
第

４
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
病
気
は
冬
期
に
起
こ
り
や
す
く
、

原
因
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
た
め
予
防

法
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、次
の
ポ

イ
ン
ト
を
守
る
こ
と
で
、発
生
率
が
低
く

な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

❶
１
歳
に
な
る
ま
で
、
寝
か
せ
る
と
き
は

仰
向
き
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う

　
う
つ
ぶ
せ
寝
の
時
の
方
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
生

率
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。医
学

的
な
理
由
で
、う
つ
ぶ
せ

寝
を
医
師
か
ら
勧
め
ら

れ
て
い
る
場
合
以
外
は
、

で
き
る
だ
け
仰
向
き
に

寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

❷
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う

　
人
工
乳
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起
こ
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、母
乳
で
育
て
ら
れ
て
い

る
赤
ち
ゃ
ん
の
方
が
、発
生
率
が
低
い
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。母
乳
哺
育
は
赤
ち
ゃ

月　日 当直医 電話番号

1月11日（月・祝） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
ふくしま歯科医院 ☎37‐1182

1月17日（日）
菜の花内科クリニック ☎22‐7777
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

1月24日（日） 河合医院 ☎22‐6133
金田歯科医院 ☎24‐1800

1月31日（日）
かわせ小児科 ☎22‐1230
まち眼科 ☎22‐2710
鈴木歯科医院 ☎32‐0239

月　日 当直医 電話番号

1月1日（金・祝） 田原市赤羽根診療所 ☎45‐3505
青木歯科クリニック ☎33‐1139

1月2日（土） 昭和医院 ☎32‐3749
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

1月3日（日） あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
なかた歯科 ☎23‐1162

1月10日（日）
永井医院 ☎22‐0227
きまた眼科 ☎23‐1092
花井歯科医院 ☎23‐1661

また、各医療機関へ電話で受診方法を確認した後、受診してください

期日 場所 定員

2月13日土 田原福祉センター
６組

2月20日土 あつみライフランド

メニュー
・ちらし寿司
・お吸い物
・煮しめ
・いちご大福

広報たはら  令和3年1月│    │25



リシアンサス
（花／出荷時期：１0月～7月）

別名トルコギキョウ。冠婚葬
祭問わず、利用されていま
す。県内1位の出荷量で、約
１５０万本出荷されています。

花ことば

優美、希望

ラナンキュラス
（鉢花／出荷時期：１2月～3月）

幾重にも重なった花びらが
美しく、鮮やかな色合いで寒
い冬を彩ってくれます。年間
約８万鉢出荷されています。

花ことば

華やかな魅力

農政課  ☎23-3517

花 鉢
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今月の 1月の

•
高
齢
者
の
権
利
を
守
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す

　
詐
欺
や
悪
徳
商
法
な
ど
の
消
費
者
被
害
か
ら

高
齢
者
を
守
る
取
り
組
み
や
、
高
齢
者
虐
待
の

早
期
発
見
に
よ
っ
て
高
齢
者
の
権
利
を
守
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

•
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
応
援
し
ま
す

　「
要
支
援
１・２
」の
判
定
を
受
け
た
高
齢
者
を

対
象
に
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
自
身
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
方
法
を
本
人
と
話
し
合
い
決
め
て
い
き
ま
す
。

〈
利
用
料
金
〉

　
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　〈担
当
地
域
・
連
絡
先
な
ど
〉

　
本
市
で
は
、
地
域
を
大
き
く
３
つ
に
分
け
、

各
地
域
を
担
当
す
る
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
担
当
地
域
や

連
絡
先
な
ど
は
下
表
の
通
り
で
す
。

　
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
域
の
高
齢
者
支
援

セ
ン
タ
ー
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
23‐
３
２
１
７

23‐
３
５
４
５

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、主
任
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の
専
門

知
識
を
持
つ
職
員
が
配
置
さ
れ
、高
齢
者
や
そ

の
家
族
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、医
療・

保
険・
福
祉・
介
護
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、高
齢
者
の
健
康
と
生
活
の
安
定
を
支
援
し

ま
す
。

□
主
な
業
務

•
地
域
の
高
齢
者
の
相
談
窓
口
で
す

　
高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
相
談
な

ど
を
受
け
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
げ
ま

す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
配
食
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、介

護
、各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体
操
教

室
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。市
Ｈ
Ｐ

（

１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す
る
と
詳
し

い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

名称（担当地域） 電話番号 対応時間

あつみの郷高齢者支援センター
（田原中部・衣笠・田原南部小学校区） ☎22-6784

月～金曜 午前8時30分～
午後５時（8月15日、年末年始、
祝日を除く）

田原市社協高齢者支援センター
月～金曜 午前8時30分～
午後５時15分（年末年始、祝日
を除く）

赤羽根福祉センター
（野田小学校区、泉・赤羽根中学校区） ☎45-3611

あつみライフランド（伊良湖岬小学校区） ☎34-6630
田原福祉センター ☎23-0610
田原福寿園高齢者支援センター

月～土曜 午前9時～午後５時
（年末年始を除く）

田原福寿園（東部中学校区、童浦小学校区） ☎27-0882
田原ゆの里 ☎24-0888
渥美福寿園（福江・清田・中山・亀山小学校区） ☎32-1788
花の里 ☎34-6788

相
談
内
容
の
一
例

○
介
護
予
防
教
室
・
講
座
に
つ
い
て

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

○
認
知
症
や
虐
待
が
疑
わ
れ
る
高
齢
者

に
つ
い
て

○
家
族
介
護
者
の
支
援
に
つ
い
て  

な
ど
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リシアンサス
（花／出荷時期：１0月～7月）

別名トルコギキョウ。冠婚葬
祭問わず、利用されていま
す。県内1位の出荷量で、約
１５０万本出荷されています。

花ことば

優美、希望

ラナンキュラス
（鉢花／出荷時期：１2月～3月）

幾重にも重なった花びらが
美しく、鮮やかな色合いで寒
い冬を彩ってくれます。年間
約８万鉢出荷されています。

花ことば

華やかな魅力

農政課  ☎23-3517

花 鉢
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今月の 1月の

田
原
市
産
農
産
物
を
世
界
へ

　
近
年
、
健
康
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
見
た
目
の
美
し
さ

な
ど
か
ら
日
本
食
が
世
界
的
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
お

り
、
海
外
で
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
国
は
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
を
促

進
し
て
お
り
、
本
市
も
他
の
自
治
体
と
連
携
し
、
人

口
増
加
や
経
済
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に

農
産
物
の
輸
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

□
豊
橋
市
と
連
携
し
た
農
産
物
輸
出
の
取
り
組
み

　
今
年
度
の
本
市
産

農
産
物
の
輸
出
は
、

豊
橋
市
と
連
携
し

て
、
香
港
・
タ
イ
へ

の
輸
出
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
香
港
で

は
、
本
市
の
メ
ロ
ン

を
輸
出
し
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
タ
イ
で

は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
輸

出
に
向
け
て
タ
イ
側
の
輸
入
規
制
へ
の
対
応
な
ど
の

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

□
三
遠
南
信
地
域
で
の
連
携

　
三
遠
南
信
地
域
の
豊
橋
市
、
静
岡
県
浜
松
市
、
長

野
県
飯
田
市
と
連
携
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
現
地
ス
ー

パ
ー
で
農
産
物
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
平
成
29
年

度
か
ら
続
い
て
お

り
、
各
市
自
慢
の

農
産
物
を
マ
レ
ー

シ
ア
へ
輸
出
し
販

路
拡
大
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
広
域

連
携
す
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
単
独

の
自
治
体
で
は
難

し
い
継
続
的
な
輸
出
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
本
市
は

こ
れ
ま
で
メ
ロ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
、
イ
チ
ゴ
な
ど
を
輸
出
し
ま
し
た
。

□
こ
れ
か
ら

　
国
の
成
長
戦
略
で
は
農
林
水
産
物
お
よ
び
食
品
の

輸
出
額
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
５
兆
円
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
お
り
、
今
後
、
国
内
の
人
口
減
少
に
よ
り

市
場
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
人
口
増
加
や
経
済

成
長
が
見
込
ま
れ
る
国
々
へ
の
販
路
を
拡
大
す
る
取

り
組
み
は
本
市
と
し
て
極
め
て
重
要
で
す
。

　
農
産
物
の
輸
出
に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

本
市
産
農
産
物
の
認
知
の
向
上
を
図
り
、
他
産
地
と

の
競
争
力
強
化
や
安
定
し
た
販
路
の
形
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
本
市
農
産
物
の
海
外
へ
の
販

路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

き
ま
す
。

●香港でのメロンのＰＲの様子

●マレーシアでの三遠南信の農産物販売の様子
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キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

39

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
２
人
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

環
境
け
い
じ
ば
ん

環
境
戦
隊
た
は
ら
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

34

★
蔵
王
山
登
り
コ
ー
ス

権
現
の
森
駐
車

場
〜
酒
倉
池
〜

熊
野
三
所
権
現

〜
ふ
く
し
ば
広

場
〜
見
晴
台
〜

愛
染
明
王
像
〜

蔵
王
山
展
望
台

　
権
現
の
森
か
ら
蔵
王
山
展
望
台
ま
で

は
、所
要
時
間
約
50
分
の
比
較
的
登
り

や
す
い
コ
ー
ス
で
、小
さ
な
お
子
さ
ん
か

ら
ご
年
配
の
方
ま
で
ご
家
族
一
緒
に
、気

軽
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。見
晴
台
か
ら
見
え
る
街
並
み
と

太
平
洋
を
一
望
で
き
る
景
色
は
、登
山
の

疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

★
衣
笠
山・滝
頭
山
展
望
コ
ー
ス

滝
頭
公
園
駐
車

場
〜
衣
笠
自
然

歩
道
〜
衣
笠
山

山
頂
〜
仁
崎
峠

〜
滝
頭
山
山
頂

〜
恐
竜
の
背
〜

滝
頭
不
動
滝
〜

滝
頭
不
動
〜
滝

頭
公
園
駐
車
場

　
所
要
時
間
約
３
時
間
15
分
で
初
級
・

中
級
者
向
き
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

少
し
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
慣
れ
た
方
に
お
す

す
め
で
す
。衣
笠
山
山
頂
に
は
田
原
神
社

奥
宮
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
滝
頭
山
山
頂
近
く
に
は「
恐
竜
の
背
」

と
呼
ば
れ
る
奇
岩
が
あ
り
、眼
下
に
は
滝

頭
上
池
、下
池
が
広
が
って
い
ま
す
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
も
よ

ろ
し
く
き
ゃ
べ
☆

１
０
０
２
１
７
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７
　

令
和
２
年
度
も
っ
た
い
な
い
食
品
ロ
ス

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
が
決

定
し
ま
し
た
　
　
　 
１
０
０
６
５
７
３

　
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
の
に

捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
食
品

ロ
ス
を
減
ら

す
た
め
、一

人
ひ
と
り
が

食
品
ロ
ス
を

考
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
、市
内
の
小
中
学
校

を
対
象
と
し
て
、夏
休
み
期
間
中
に
募

集
を
行
い
ま
し
た
。応
募
作
品
の
中
か

ら
、最
優
秀
賞
お
よ
び
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
作
品
は
、田
原
市
清
掃
事
業
協
同

組
合
が
所
有
す
る
ご
み
収

集
車
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、市

内
の
ご
み
を
回
収
し
な
が

ら
食
品
ロ
ス
削
減
の
啓
発

を
行
い
ま
す
。

▼
廃
棄
物
対
策
課

☎
23‐3
5
3
8

23‐１
８
３
２

今
回
は
、
市
内
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

紹
介
す
る
き
ゃ
べ
☆

歩
き
始
め
る
と
暑
く

な
る
か
ら
、調
整
し

や
す
い
服
装
で
行
く

き
ゃ
べ
☆

土方理
り

愛
な

さん
（六連小４年）

鵜飼陽
ひ

菜
な

さん
（赤羽根中１年）

金田くるみさん
（衣笠小２年）

最優秀賞優秀賞

●賞状を持つ金田さん（写真中央）
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
1月▶1日金～４日月、８日金、１２日火、
        １８日月、２５日月
2月▶1日月、8日月、12日金15日月、
        22日月
 ※赤羽根は火曜日も休館

◎「たはら言の葉コンクール」作品募集！
　身近な生活の中で感じたことや、心温まるエピソー
ドなどを、作文や詩、俳句、短歌、川柳などで表現して
みませんか？
▶期間＝1月26日（火）～2月28日（日）
　　　　400字詰め原稿用紙2枚まで
▶応募先＝中央図書館
▶参加賞＝全員にプレゼント
▶選考＝大賞1作品、優秀賞2作品
▶発表＝3月26日（金）
※詳細は、館内のポスターまたはHPでご確認ください。

◎ふしぎ文学半島プロジェクト2020「ふしぎな話」
　今夏リニューアルした「ふしぎコーナー」に、ちょっ
と怖くてふしぎな本が並びます。
▶期間＝令和2年12月12日（土）～2月11日（木・祝）
▶場所＝中央図書館2階　泉名月記念ふしぎ図書館
（通称ふしぎコーナー）
▶内容＝ふしぎ文学の達人2名が選んだ「民話・伝説」
や「ふしぎ」に関する資料の展示など。
▶中央図書館　☎23-4946

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．赤ちゃんと楽しめる絵本を探しています。絵本
を選ぶポイントはありますか？
◎調べるキーワード
「読み聞かせ」「絵本」「赤ちゃん」
A．絵本のガイドブッ
クには、その時々の赤
ちゃんの成長や興味に
あわせて選べるように
様々な絵本が紹介さ
れています。また、司書がおすすめの絵本や読み
聞かせのアドバイスもします。
　中央図書館では、毎週水曜日に「すくすくタイ
ム」を設け、赤ちゃんと一緒に楽しく過ごせるよう
におはなし会を開催しています。
◎調べたツール
『赤ちゃんが大好きな絵本』　赤木かん子・加藤美
穂子/著　ポーラスタァ　019.53/ｱ
『こども絵本ガイド　豊かな心をはぐくむ　０～７
才』　さわださちこ/絵本セレクト　なかじまえり
こ/構成・文　主婦の友社　019.53/ﾕ
雑誌『この本読んで』　出版文化産業振興財団

『ｄｅｌｅ』
本多孝好/著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ
913.6/ﾎﾝ

「デジタル遺品」の消去を請け負う主
人公二人が、データに隠された秘密
をめぐって奔走する日々を描いた連
作短編集。

●中央図書館
 一　般▶1月9日土～2月11日木・  「秘密の道具たち」
 子ども▶1月9日土～2月11日木・  「いろいろな国の
   むかしばなし」
●赤羽根図書館
 一　般▶1月9日土～2月11日木・  「縁起物」
 子ども▶1月9日土～2月11日木・  「干支」

●渥美図書館
 一　般▶1月9日土～2月11日木・  「頂点をめざして」
 子ども▶1月9日土～2月11日木・  「神さまと、仏さま」

『２０２５年、人は「買い物」をしな
くなる』
望月智之／著　クロスメディア・パブリッシン
グ　675.2/ﾓ

ここ数年で人々の購買行動は劇的に
変化し、「買い物」をしない時代が間も
なく訪れる。その先にあるものとは。

【お詫び】
令和２年12月号の「ようこそ図書館へ」の赤羽根図書館新春企画
「司書のおすすめ、本のバラエティ貸出パック」の開始時間に間違
いがありました。お詫びして訂正します。
正しくは、午前１０時～です。
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お
札ふ
だ
が
空
か
ら
降お

り
て
き
た

　
え
え
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
言
葉
は
教
科

書
な
ど
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
え
え
じ
ゃ
な
い
か
は
江
戸
時
代
末

の
慶
応
３
年（
１
８
６
７
）ご
ろ
に
全
国
的
に

流
行
し
た
、神
社
な
ど
の
お
札
が
落
ち
て
い

る
の
を
空
か
ら
降
り
た
と
信
じ
る
こ
と
で
、

こ
れ
は
い
い
事
が
起
こ
る
前
触
れ
に
違
い
な

い
と
、「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」と
囃
子
な
が

ら
集
団
で
踊
り
、世
直
し
願
望
を
か
け
た
こ

と
で
す
。
え
え
じ
ゃ
な
い
か
自
体
は
近
畿

地
方
が
発
祥
に
な
り
ま
す
が
、発
端
と
な
る

お
札
降
り
の
事
例
は
田
原
で
も
み
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
こ
の
お
札
降
り
と
い
う
の
が
初
め
て
み
ら

れ
た
の
は
、現
在
の
豊
橋
市
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
慶
応
３
年
７
月
14
日
、牟む

ろ呂
村
で

伊
勢
神
宮
の
下
宮
の
お
札
が
多た
じ
ろ
う

治
郎
と
い

う
村
人
の
屋
敷
の
竹
垣
の
裏
に
落
ち
て
い

る
の
を
富と
み
き
ち吉
が
見
つ
け
ま
し
た
。
富
吉
は

空
か
ら
降
っ
た
も
の
で
は
な
く
、誰
か
が
落

と
し
た
も
の
で
は
と
疑
問
を
持
ち
な
が
ら

村
役
人
に
お
札
を
預
け
ま
し
た
。
そ
う
す

る
と
、そ
の
日
に
富
吉
の
８
歳
の
息
子
が
急

死
し
、翌
日
に
は
、お
札
が
空
か
ら
降
っ
て

き
た
と
い
う
事
に
、疑
念
を
持
っ
た
人
物
の

妻
も
、亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
起
き
ま
し

た
。
こ
の
二
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
事
件

れ
る
こ
と

に
な
り
ま

し
た
。
そ

こ
で
は
、

お
酒
や
お

餅
が
献
上

さ
れ
、
そ

れ
が
人
々
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
り
、投
餅
が
行

わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、終
日
賑
わ
っ
た
事
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
畠
村
で
は
、こ
の
日
の
他
に
も
何
度
も
お

札
が
降
り
て
い
ま
す
。
お
札
の
種
類
と
し

て
は
今
回
取
り
上
げ
た
秋
葉
神
社
以
外
に

も
、
伊
勢
神
宮・津
島
神
社・豊
川
稲
荷
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
社
仏
閣
の
お
札
が
あ
っ

た
事
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
畠
村
に
最
後
に
お
札
が
降
り
た
の
は
慶

応
４
年
（
１
８
６
８
）６
月
25
日
で
、10
カ

月
の
間
で
52
カ
所
に
お
札
が
降
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
あ
の
有
名
な
え
え
じ
ゃ
な
い

か
の
発
端
と
な
る
お
札
降
り
が
田
原
に
も

あ
り
、神
事
が
行
わ
れ
賑
わ
っ
た
と
い
う
事

に
、こ
の
時
代
の
流
行
の
一
辺
を
見
た
よ
う

で
歴
史
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。

※
今
回
の
原
稿
執
筆
に
あ
た
り
、葉
山
茂

生
氏
の
研
究
を
参
考
に
し
ま
し
た

 （
学
芸
員
　
鈴
木
ま
り
な
）

が
あ
り
、村
人
た
ち
は「
お
札
が
空
か
ら
降
っ

て
き
た
」こ
と
を
疑
って
神
罰
が
下
っ
た
の
だ

と
噂
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
村
に

神
罰
が
下
ら
ぬ
よ
う
に
お
札
を
納
め
、お
祓

い
を
行
っ
た
り
、供
物
を
捧
げ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
複
数
お
札
が
発
見
さ
れ
、７

月
19
日
の
夜
に
は
、
牟
呂
村
で
他
の
神
社

の
お
札
と
共
に
伊
勢
神
宮
や
伊
良
湖
神
社

の
お
札
も
降
り
ま
し
た
。
こ
の
後
も
何
度

も
お
札
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、そ
の
た
び
に

神
事
や
祭
礼
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
が
全
国
に
広
が
って
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
お
札
降
り
の
事
例
は
、田
原
で
も
あ

り
ま
し
た
。
畠
村
萬
附
留
日
記
と
い
う
現

在
の
福
江
町
の
記
録
に
は
、
牟
呂
村
の
１

カ
月
後
に
当
た
る
慶
応
３
年
８
月
20
日
に

火
除
け
と
し
て
信
仰
が
あ
る
秋
葉
山
の
お

札
が
三
軒
の

家
に
降
り
て

い
る
の
が
発

見
さ
れ
た
と

あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

家
の
お
札
が

持
ち
寄
ら

れ
、21
日
に

お
札
納
め
の

神
事
が
行
わ

▲「ええじゃないか」の様子　落合芳幾筆「豊饒御陰
参之図」（部分）　豊橋市美術博物館蔵

▲お札が降ってきた当時の伊良
湖神社を描いた渡辺崋山の日記
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

1/1金・ ～1/3日
「新年を迎えて」田原市長あいさつ
渥美半島菜の花まつり など

1/4月～1/14木
竹あかりお披露目式
山田もと生誕 100周年記念

1/14木～1/28木
サンテ新春フェア
ぐるりんdeGO

1/28木～2/11木・
出初式
成人式

●街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります

1001689

●たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

※この番組表は有料広告として掲載しています
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初めての習字でしたが、力強く書くこと
ができました。

筆で書くのは難しかったけ
ど楽しかったです。

はじ　　　　 　　 しゅう じ　　　　　　　　　　ちからづよ       か

イルカやカモメがいて、楽しそうにサー
フィンしている様子が伝わってきました。

たの

評

若戸保育園

越川泰至くん（6歳）

若戸保育園

渡会紗菜ちゃん（6歳）

窓や手すりなど細かい部
分まで丁寧に描くことが
できました。色を重ね立
体感も表現できました。

評紙に水で溶かした絵の具
の色をにじませ、きれい
な朝顔の花ができました
ね。

評 赤羽根小学校６年

鈴木愛海さん

2021年は、サーフィンをや
ってみたいです。

赤羽根小学校１年

鈴木真尋くん
ま　  ひろ

水彩画水彩画

よう  す　　　つた
評

  　　　　　 ねん

さ　　な

小川
明日香
先生たい    し

ふで　　　か　　　　　　　むずか

あい　  み

　　たの

今月　納税・使用料の

市県民税
（第４期分）

下水道事業受益者負担金
（第４期・第２期分[渥美]）

農業集落排水事業分担金
（第４期・第２期分[渥美]）

2月1日納期限 月

後期高齢者医療保険料
（第７期分）

●人口と世帯数（令和2年12月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 30人 死亡 55人

転入 94人 転出 131人

増減 -62人

総人口 60,906人

男性 30,698人

女性 30,208人

世帯数 22,387世帯

※増減は11月中です

引っ越しによる水道の開始、中止の手続きを忘れずに。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

80.1%
（41,486千㎥）

令和2年12月14日現在 ［水資源機構調べ］

●
編
集
・
発
行
／
田
原
市
役
所
企
画
部
広
報
秘
書
課

●
電
話
／
0531 -22 -1111（

代
表
）

●
E
メ
ー
ル
／
koho@

city.tahara.aichi.jp
●
市
H
P
／
http://w

w
w
.city.tahara.aichi.jp

N
o.864 令

和
3年
1月
号

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。本
年
も
広
報
た
は
ら
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。今
年
は
丑
年
。

ゆ
っ
く
り
し
た
歩
み
で
良
い
の
で
、

楽
し
い
こ
と
が
ま
た
た
く
さ
ん
で
き

る
年
と
な
る
と
良
い
で
す
ね
。（
S
）

【
表
紙
の
写
真
】干
支
の
丑

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意
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